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άローバルςϨϚςΟクス用アンςナの։ൃ
Development of Antenna for Global Telematics

１．まえがき

テϨϚティΫス（Te l eN a t i c T）とは，テϨίϛϡχ

έーγϣン（TelecoNNVnication）とΠンϑΥϚティΫス

（*nGorNaticT）からの造ޠとされ，自動ंۀքや༌ૹۀքが

おこなう情報サービスとして知られている．

ۙ年では，ݸ々のं྆の૸行記࿥を大ن໛に集ܭしビο

άσータとして公ӹ利用される事ྫも஫目を集Ίてきてい

る．なかでも Honda のΠンターφビɾϑϩーティンάΧー

γステϜ（１）を活用したサービスは，2011 年の౦日本大਒

に通行実੷情報Ϛοϓとして利用され，通行Մ能なࡍのࡂ

ಓ࿏をいちૣくϢーβに఻えることで社会ݙߩにͭな͛る

ことができた（̎）．現在のテϨϚティΫスサービスは，Ҏ下

のΑうに大ผすることができる．

（１）	ಓ࿏ࠞࡶঢ়گやؾ৅情報など，૸行中の四輪ंϢーβ

に໾ཱͭ情報を఻達する

ٕज़঺հ

ମ੍໋ٹٸٹ通報γステϜなど，その国や地Ҭでٸۓ	（̎）

への通報手ஈとなる

（̏）	ి ॆ，自動ंのόοテリ情報ؾ ిスタンド情報など，

ं྆ੑ能をҡ࣋؅ཧする

なかでも໋ٹٸٹମ੍への通報手ஈの一छとして機能す

るٸۓ通報γステϜは，公తඪ४֨ن化や法نにΑる૷උ

ٛ務化が進みͭͭある．

Ԥभにおいては׭ຽ組৫	EVropean	 Road	 TranTport	

TeleNaticT	 *NpleNentation	$oordination	0rHani[ation

（ERT*$0）が中心となり，社会実ূ実ݧ（HeER01 と

HeER02 や e$all ౳）にΑるূݕをෳ਺ஈ֊で実ࢪのうえ，

Ԥभ技術֨ن（̏）をࡦఆした．この֨نに基ͮき 2018 年

3 月 31 日Ҏ߱の新しいܕ式のं྆に૷උがٛ務෇けられ

ている．

Ԥभ֨نとはผにϩγΞも 2015 年 1 月 1 日Ҏ߱の新

しいܕ式のं྆，2017 年 1 月 1 日Ҏ߱のશての新ंൢ

要　　旨

ʮશ世քରԠʯίンセϓτのもと，テϨϚティΫスサービ

スのάϩーόϧなద用֦大にରԠする，ܞଳి࿩通信用と

Ӵ੕ଌҐ用を౷合したテϨϚティΫス用Ξンテφを開発

した．

֤，ଳి࿩通信用Ξンテφはܞ 国のܞଳి࿩通信事ۀ者

͝とにҟなる࢖用प೾਺と֨ن上のप೾਺ൣғを考ྀし，

Ϙ΢タΠΞンテφを࠾用した．これにΑり下ݶ 698	.H[

から上ݶ 3800	.H[ までの超広ଳҬಛੑを実現した．Ӵ੕

ଌҐ用Ξンテφは，ถ国 (14 とϩγΞ (L0NA44 にରԠ

するとともに，信߸分഑ثとݯిڅڙ੾׵えճ࿏を内ଂす

ることにΑりテϨϚティΫスγステϜとଞγステϜとの信

߸分഑をՄ能とした．Ξンテφέースはैདྷମੵൺ 50� খ

化を達੒することで，Πンスτϧϝンτύωϧ内への౥ܕ

載自༝度も高Ίた．

ABSTRACT

Based on a concept of global compatibility, a 
telematics antenna unit has been developed that 
integrates antenna elements for mobile communications 
and for satellite positioning in order to respond to the 
increasing global application of telematics services.

Taking into consideration the differences in the 
frequencies used by each mobile network provider in 
any specific country and the frequency range stipulated 
by regulations, a bowtie antenna was employed as 
the antenna for mobile communications. This made it 
possible to realize an ultra-wide-band characteristic 
from 698 to 3800 MHz. The antenna for satellite 
positioning is compatible with both the US GPS and 
Russian GLONASS systems, and the use of a built-
in signal divider and power supply selector switch 
has made it possible to split satellite signals between 
the telematics system and other systems. The volume 
of the antenna unit has been reduced by 50% against 
conventional antenna units, increasing the degree of 
freedom available for fitting in the instrument panel.

ย　山　　　ກˎ	 ࠛ　野　༃　߂ˎ	 ી　根　孝　之ˎˎ

Mutsumi KATAYAMA Yasuhiro KONNO Takayuki SONE

ˎ　四輪 R&D センター

ˎˎ株式会社ϤίΦ

https://doi.org/10.69239/hondatechnicalreview.2016_28_2_10



ʵ 80 ʵ

 Honda  R&D  Technical  Review Vol.28  No.2 (October 2016)

ചं྆への૷උٛ務化がܾఆࡁみであり，通報に用いる

自ं྆ҐஔのଌҐγステϜにはϩγΞӴ੕ଌҐγステϜ

(L0NA44 の࠾用を必須としている．

このΑうなテϨϚティΫスの世քతීٴにରし，ै དྷܕ

のテϨϚティΫス用Ξンテφは，֤ 国や地Ҭそれͧれで利

用するܞଳి࿩通信会社のप೾਺にಛੑを合わせた࢓様と

なっていた．そのたΊテϨϚティΫスが世քతにීٴすれ

͹する΄ど֤国や地Ҭ向けにΞンテφのόリエーγϣンは

増加し，ಉ࣌にϢーβのίスτ負୲増加にもͭながること

となっていた．

２．։ൃのねらい

これらの課題にରԠするたΊ，ʮશ世քରԠʯίンセϓ

τ，すなわち国や地Ҭを໰わͣ世ք中のશ࢓向地でڞ通に

ద用Մ能で，テϨϚティΫスの世քతなීٴにともなうΞ

ンテφのόリエーγϣン増加を཈੍することがՄ能な，新

．テϨϚティΫス用Ξンテφを開発することとしたܕ

テϨϚティΫス用Ξンテφは，移動ମϫΠϠϨス通信

ωοτϫーΫ઀続用としてのܞଳి࿩通信用Ξンテφ

（TEL	ANT）と，自ंのҐஔ情報を得るたΊのӴ੕ଌҐ用Ξ

ンテφ（(N44	ANT）とでߏ੒される．開発目ඪを下に記す．

（１）	TEL	 ANT は，現在世քతにීٴが進みͭͭある	

LonH	TerN	EvolVtion（LTE）方式の֨نがఆΊるप೾

਺ଳを΄΅શてΧόーすること

（̎）	(N44	ANT は，ै དྷ利用されてきたถ国のӴ੕ଌҐ

γステϜͩけでなく，ϩγΞのӴ੕ଌҐγステϜにも

ରԠし，Ӵ੕ଌҐγステϜを利用するଞγステϜと

の，Ӵ੕信߸の分഑ڞ用をՄ能とすること

（̏）	Πンスτϧϝンτύωϧ内への౥載自༝度を高Ίる

たΊ，খܕサΠζであること

３．T&- A/T

3.1. ैདྷܕ T&- A/T の՝୊
自動ंి࿩のొ場Ҏདྷ，ं 載用の TEL	ANT は，τϥン

Ϋリοド，ϧーϑ上，Πンスτϧϝンτύωϧ内などに഑

ஔされてきた．Ξンテφૉ子には 1�4 ೾長モϊϙーϧܕ，

1�2 ೾長̩モϊϙーϧ1�2，ܕ ೾長μΠϙーϧܕ，おΑͼ

それらの೿生ܕがओに࠾用されており，ઢঢ়のૉ子をఆ在

೾にڞৼさせるタΠϓである（̐）．

ৼप೾਺ڞ原ཧにΑって࡞のΞンテφにはその動ܕৼڞ

があり，所ఆのੑ能を発شՄ能なप೾਺෯への੍໿が生じ

る．上ݶप೾਺を下ݶप೾਺でআしたप೾਺ൺで 1.05 から

大࠷ 1.1 ఔ度のൣғで用いられることが一ൠతである．

	ଳి࿩で用いられるप೾਺ଳは，Thirdܞ (eneration	

1artnerThip	1roject（3(11）がఆΊる世քඪ४֨نに基ͮ

き，֤ 国と地Ҭの੓෎౰局がܞଳి࿩通信会社にରし໔ڐ

を༩える．प೾਺ଳは 1	(H[ Ҏ下のଳҬ（ϩーόンド）と

1	(H[ Ҏ上のଳҬ（ϋΠόンド）に大きく二分されており，

通信環境や通信内༰にΑって࢖い分けられている．

2000 年Ҏ߱のओྲྀであるୈ̏世代ܞଳి࿩の場合，๺

ถ地Ҭではओに 824	.H[ から 894	.H[ のϩーόンドお

Αͼ 1850	 .H[ から 1990	 .H[ のϋΠόンドを利用し

ている．Ԥभ地ҬとΞジΞ地Ҭではओに 880	 .H[ から

960	.H[ のϩーόンドおΑͼ 1710	.H[ から 1880	.H[

または 1920	.H[ から 2170	.H[ のϋΠόンドを࢖用して

いる．これらのप೾਺のଳҬ෯はそれͧれप೾਺ൺ 1.1 ఔ

度かそれҎ下にఆΊられているので，TEL	ANT は֤ଳҬ

にڞৼप೾਺をௐ੔したڞৼܕΞンテφを࠾用することで

ରԠしてきた（̑）．ϩーόンド用とϋΠόンド用の̎ૉ子を

用する手法（Fig. 1）と，ϩーόンド用ૉ子にϩーόンド࠾

のୈ̏高ௐ೾としてϋΠόンドもڞৼさせて，શମとして

１ૉ子ͩけにする手法とがある．

ి೾の೾長はޫ速（30 ສ LN� ඵ）をप೾਺でআした値と

してࢉग़され，たとえ͹ϩーόンドの࠷低प೾਺ 824	.H[

での೾長は 364	NN である．これにڞৼする TEL	ANT ૉ

子の基本長さは，1�2 ೾長μΠϙーϧܕであれ͹ 182	NN，

1�4 ೾長モϊϙーϧܕであれ͹ 91	NN となる．

ୈ̐世代ܞଳి࿩にてओྲྀとして用いられるप೾

਺ଳは，ϩーόンド下ݶは 698	 .H [ へ，ϋΠόンド

は 1427	 .H[ から 1510.9	 .H[ と，1744.9	 .H[ から

2200	.H[ と，2500	.H[ から 3800	.H[ へと，広がるこ

ととなった．698	.H[ の೾長は 430	NN であり，ڞৼする

TEL	ANT ૉ子の基本長さは，1�2 ೾長μΠϙーϧܕであ

れ͹ 215	NN に，1�4 ೾長モϊϙーϧܕであれ͹ 107	NN

に，それͧれ長大化する．

લड़の通り֤ܞଳి࿩通信会社は，これら֤ଳҬの中

から所ఆ෯のप೾਺ׂ౰て໔ڐを੓෎౰局から取得する．

Honda がテϨϚティΫスサービスを世քの֤地で実ࢪする

取得しڐଳి࿩通信会社が໔ܞ໿するܖには，現地にてࡍ

ているप೾਺ଳにԠじて，Ξンテφૉ子のڞৼप೾਺をௐ

੔することとなる．

Fig. 1   Conventional antenna
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ैདྷの TEL	ANT はこのΑうにして，ܖ໿するܞଳి࿩

通信会社の਺ͩけそのόリエーγϣンも増加する．またܖ

໿先ܞଳి࿩会社をมߋしなくても，その会社が新نのप

೾਺を௥加֫得すると，その度にΞンテφૉ子にも௥加や

ANT	ௐ੔の必要が生じて，TEL࠶ のόリエーγϣンがさ

らに増加する．

3.2. 自ݾ૬ܕࣅ T&- A/T 素ࢠ
どの国のどのܞଳి࿩通信事ۀ者とのܖ໿であってもڞ

通に࢖用し得るੑ能が必要となるが，प೾਺ൺ 1.1 લ後で

動࡞させるैདྷのڞৼܕでは，प೾਺ଳのすべてに෯広く

用Մ能なಛੑを得ることは༰қではない．そこで࢖ TEL	

ANT ૉ子の動ܗ࡞式には，ڞৼܕに代えて自ݾ૬ܕࣅを

用することとした．Πンスτϧϝンτύωϧ内での഑ஔ࠾

自༝度を考ྀすると，自ݾ૬ܕࣅΞンテφのなかでもϘ΢

タΠΞンテφが，ཱݩ࣍ࡾମߏ造ではなく一ରのฏ൘ߏ造

をその基本ܗঢ়とする఺で，༗利である．

Ϙ΢タΠΞンテφは地中୳ࠪύϧスϨーμなどϛリ೾

ύϧスを利用した広ଳҬϨーμへのԠ用ྫが知られてい

る（̒）-（̔）．

二ͭのԁਲ਼でߏ੒された広ଳҬΞンテφとして知られて

いるόΠίχΧϧΞンテφをฏ໘౤Өしたߏ造であるとݴ

われ，௏ωΫタΠのΑうに頂఺をޓいに向き合わせた一ର

のܗ֯ࡾが基本ߏ੒となり，その実ମੇ法が࢖用Մ能なप

೾਺をࠨӈすることが知られている（Fig. 2）．またܗ֯ࡾ

のࣼลを二࣍ۂઢや൒ԁঢ়にมܗすることで，प೾਺にର

する利得ಛੑをௐ੔Մ能である（̔）．

์ࣹされるిքのภ೾はܗ֯ࡾの഑ྻ࣠方向（ԁਲ਼のճ

転࣠方向）とಉ一方向となるたΊ，ܞଳి࿩のୈ̎世代と

ୈ̏世代とでओに利用されているਨ直ภ೾をॏࢹして，ࡾ

．の഑ྻ࣠は上下方向を基本࢟੎としたܗ֯

TEL	ANT を (N44	ANT とಉ一έースに組み合せऩ༰

する必要がない場合はૉ子のฏ൘ܗঢ়にあわせてέース外

ANT	ঢ়となるが，(N44ܗも単७なฏ൘ܗ と組み合わせ

ऩ༰する場合は഑ྀが必要となる．

新ܕ TEL	ANT ૉ子の基本ߏ造にϘ΢タΠΞンテφを

ଳి࿩で༧ఆされているܞ用したことにΑり，ୈ̐世代࠾

प೾਺ଳ 698	.H[ から 3800	.H[，प೾਺ൺ 5.4 にରԠす

ることができた．ै དྷܕ TEL	ANT はڞৼप೾਺から外れ

ると利得がܹٸに低下するのにରし，新ܕ TEL	ANT はप

೾਺利得ಛੑのม化が 698	.H[ から 2700	.H[ のൣғで

2	 d# ෯にऩまる超広ଳҬಛੑを実現している（Fig. 3）．な

お，このਤはप೾਺利得ಛੑをൺֱしやすくするたΊに，

698	.H[ から 2700	.H[ のൣғでの࠷大利得を基४ 0	 d#

として表ࣔしている．

ఆ在೾ൺ（VoltaHe	4tandinH	8ave	Ratio�	V48R）は，Ξ

ンテφと఻ૹઢ࿏とのΠンピーμンス੔合をࣔすࢦඪであ

り，ྑ࠷値１から増加すると，Ξンテφの์ࣹޮ཰の低下

などが発生しやすくなる．ै དྷܕ TEL	ANT はڞৼप೾਺

から外れるとܹٸに値が上ঢྼ化するのにରし，新ܕ TEL	

ANT は 698	.H[ から 3800	.H[ までશҬで V48R	 3 を

下ճる超広ଳҬなಛੑを実現している．

Fig. 2   Bowtie antenna

Fig. 3   Frequency characteristics
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四輪ंではҎલからφビήーγϣン૷ஔ（Ҏ下 NAV* ૷

ஔ）に (N44 を利用してきた．ถ国にΑりӡ用されるશ地

球ଌҐγステϜ（(loCal	 1oTitioninH	 4ZTteN�	(14）のຽ生

利用である．テϨϚティΫスでも自ंҐஔ情報を利用する

たΊ，NAV*	૷ஔとテϨϚティΫスϢχοτ（TeleNaticT	

$ontrol	6nit�	T$6）とをಉ࣌࠾用する場合は，(N44	ANT

がಉ一ं྆内にෳ਺౥載されることがある．

また，લड़したϩγΞでの (L0NA44 のΑうに，自

国のӴ੕γステϜ࠾用をٛ務෇けるྫもある．ถ国
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(14 とϩγΞ (L0NA44 のຽ生利用प೾਺はそれͧれ

1575.42ʶ1	.H[ と 1601.72ʶ4	.H[ であり，ともに L1

ଳにؚまれる఺ではڞ通するが໿ 30	.H[ のࠩがଘ在す

る．このたΊ，(N44 ૉ子直下に一ମతにอ࣋される低ࡶ

ԻΞンϓ（Low	NoiTe	ANpliper�	LNA）内にߏ੒される๦֐

೾আ去ϑィϧタのಛੑを，૒方のप೾਺をड信Մ能にௐઅ

する必要がある．

現在ӡ用中のӴ੕ଌҐγステϜには，ྫ え͹日本の४ఱ

頂Ӵ੕γステϜ（2VaTi-[enith	 Tatellite	 TZTteN�	2;44）な

どもؚまれるが，2;44 のप೾਺は (14 と基本ಉ一であ

るたΊ，Ξンテφૉ子も (14 とಉ一としてΑい．

NAV * ૷ஔとのಉ࣌ద用༗無の࢓様ࠩにରԠして，

(N44 ड信信߸分഑ثを内ଂするタΠϓをઃఆした．分഑

用し，(N44࠾をܕには΢ィϧΩンιンث ૉ子直下に഑ஔ

する LNA のճ࿏基൘上に分഑ճ࿏ύターンを௥加ܗ੒す

ることでద用した．これにΑり，NAV*	૷ஔと T$6 とが

ಉ࣌࠾用となる場合には (N44	ANT をڞ༗Մ能となり，

(N44	ANT をಉ一ं྆にෳ਺౥載する必要を無くすこと

ができた（Fig. 4）．

(N44 ૉ子直下の LNA は，T$6 や NAV* ૷ஔからの

．する࡞にΑり動څڙݯి

NAV* ૷ஔがڅڙするిిݯѹは 4.5	V から 5.0	V がܥ

ओྲྀである．一方，T$6 からのిѹは NAV* ૷ஔとはҟな

る場合がある．ٸۓ通報を代表ྫとして，ं ྆からのిݯ

が絶たれてもڅڙ T$6 は内ଂి஑を用いて࠷低ݶの動࡞

ѹを下͛ిݯにిࡍ続࣌間を֬อする必要があり，このܧ

ることで低ফඅి力とする手法が一ൠతなたΊである．

一方で NAV* ૷ஔや T$6 には，LNA へのྲྀిڅڙを؂

知すݕすることでΞンテφ઀続๨れ，断ઢ，୹བྷなどをࢹ

る機能がある．(N44 分഑ث༗りタΠϓのΞンテφに઀続

されたϢχοτ૬ޓ間でిڅڙѹにҧいが生じる場合，ి

用したの࠾ાஔをࢭ๷ྲྀٯとして単७なࡦみରࠐճりݯ

では，ࢹ؂ྲྀిڅڙを正しく機能させることが༰қではな

い．そこで LNA 基൘上にిݯબ୒੾׵えճ࿏をઃけ，二ͭ

のγステϜがಉ࣌઀続されている場合は一方のଆを LNA

੒としߏ負荷へ઀続するࣅとして用い，ଞ方のଆをٖݯి

た（Fig. 5）．

ਤの 6nit	 �1，6nit	 �2 のどちらか一方ͩけに઀続した

には，઀続したଆからࡍ LNA にిڅڙݯする．6nit	 �1 と

6nit	 �2 にಉ࣌に઀続したࡍには，6nit	 �2 ͩけが LNA の

	として઀続され，6nitݯి �2 からのిݯはٖࣅ負荷の఍

߅ R に઀続される．

Ҏ上にΑり，Ξンテφに઀続されたϢχοτ૬ޓ間でڙ

ి，ѹにҧいが生じていてもిڅ ڙ機能とࢭみ๷ࠐճりݯ

．機能をཱ྆させたࢹ؂ྲྀిڅ

Fig. 4   GNSS ANT element and circuit board

Fig. 5   Power supply switching circuit
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５．খܕ化

લड़した通り，TEL	 ANT ૉ子のϘ΢タΠΞンテφを

	の഑ྻ࣠は上下方向となる．一方，(N44ܗ֯ࡾ੒するߏ

ANT ૉ子は LNA ෇きύονΞンテφであり，開けたఱ頂

方向にૉ子໘を向けた水ฏ഑ஔである．これらを一ମతに

഑ஔする場合は TEL	ANT ૉ子の上ลԊいに (N44 ૉ子

をฒべたܕࣈ̡ٯまたは T となり，ԣ෯と高さੇ法はܕࣈ

TEL	ANT ૉ子にΑり，Ԟ行きੇ法は (N44	ANT ૉ子に

Αり，それͧれఆまる．྆ 者શମをऩ༰するέースを単७

にઃけると，(N44	ANT ૉ子の下方と TEL	ANT ૉ子と

でڬまれる空間がσοドスϖースとなるたΊ空間利用ޮ཰

が低く，Πンスτϧϝンτύωϧ内の഑ஔ自༝度を低下さ

せてしまう．このたΊ内෦഑ஔߏ造をݕ౼したʤFig. 6(a)ʥ．

Ϙ΢タΠΞンテφは，ૉ子ܗঢ়のมܗやスϩοτのઃஔ

などにΑり，খܕ化や広ଳҬಛੑのௐ੔がՄ能なことが知

られている（̒）．そこで，Ϙ΢タΠΞンテφの上ଆૉ子を్

中で下向きにંฦすߏ造とし，(N44	ANT ૉ子の高さੇ

法ͩけંฦしたҐஔから (N44	ANT ૉ子のԞ行きੇ法に

合わせた水ฏ෦をઃけ，࠷後に (N44	ANT ૉ子の高さੇ

法分の上向きંฦし෦をઃけた．これにΑり (N44	ANT

ૉ子のଆ໘を，TEL	ANT ૉ子のંฦし෦の二Օ所が所ఆ

間ִをอってғΉこととなるʤFig. 6(b)ʥ．一方，Ϙ΢タΠ

Ξンテφの下ଆૉ子は (N44	ANT ૉ子とॏͶ合せる必要

が無い．このたΊέース本ମにはऩ༰せͣ外෦にԆग़させ

ることとした．έースఈ෦から下方にอ࣋෦を৳͹して下

ଆૉ子をはΊࠐみݻఆするߏ造である．

下ଆૉ子にもスϩοτをෳ਺ઃけており，その一෦はΨ

Πド෦へのはΊࠐみݻఆ݀を݉Ͷている．

Ҏ上のߏ੒にΑり，έース高さੇ法のখܕ化とಉ࣌に，

(N44	ANT ૉ子のอ࣋ߏ造をܗ੒し，έース空間内の利
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用ޮ཰を上͛ることができた．

高प೾ి力のిڅઢには，外དྷి࣓೾にΑる๦֐，࿙れ

ి力にΑるଛࣦ，഑ઢۀ࡞における取ѻいੑ，製造ίスτ

などの؍఺から，ಉ࣠έーϒϧの࠾用が一ൠతである．

ಉ࣠έーϒϧは外෦ಋମと中心ಋମのಉ࣠ߏ造でߏ੒さ

れるෆฏܕߧのిڅઢであるが，Ϙ΢タΠΞンテφは一ର

のରশૉ子ߏ造を基本ܗとするฏܕߧΞンテφである．こ

のΑうにฏܕߧとෆฏܕߧを઀続するࡍには，όϥンを用

いてฏߧෆฏߧม׵をࢪす手法がある（̓）．しかしप೾਺ൺ

5.4 の広ଳҬにରԠするόϥンはߏ੒がෳࡶ化しがちなた

Ίに࠾用が༰қではない．また，TEL	ANT ૉ子の一෦に

(N44	ANTૉ子を載せるখܕ化ߏ造としたたΊに，(N44	

ANT ଆのಉ࣠έーϒϧ外෦ಋମにも࿙Ӯిྲྀが༠ಋされ

るݒ೦が生じた．そこで，TEL	ANT 用と (N44	ANT 用

それͧれのಉ࣠έーϒϧにϑΣϥΠτίΞを૷ணし，࿙Ӯ

ిྲྀを཈੍することとした．

ϑΣϥΠτίΞのܗঢ়は，ಉ࣠έーϒϧ࢓上がり外ܗ

にΑってίΞ内ܘがఆまり，࣓ ੑಛੑにΑってίΞ外ܘと

ίΞ࣠長がఆまる．લड़のΑうにখܕ化したέース本ମ内

に TEL	ANT 用１ݸと (N44	ANT 用̎ݸ̏ܭ，ݸのϑΣ

ϥΠτίΞをऩ༰するスϖースが新たに必要となる．そこ

で，ίΞ外ݸ̏ܘ分のスϖースは，ϑΣϥΠτίΞを上下

̎ஈに഑ྻすることでέースの֦大を཈੍した．ίΞ࣠長

分のスϖースは，Ϙ΢タΠΞンテφの࣠ઢをέースࠨӈ෯

方向中心にରしてΦϑセοτすることで֬อした．この࣠

ઢΦϑセοτにΑるϘ΢タΠΞンテφのੑ能ಛੑへのӨ

ঢ়のௐ੔などでରԠՄ能なൣғであるܗは，ૉ子のࣼลڹ

ʤFig. 6(c)ʥ．

Ҏ上にΑり，ै དྷのΠンスτϧϝンτύωϧ内ଂ用Ξン

テφとのମੵൺで໿ 50� のখܕ化を達੒して，Πンスτϧ

ϝンτύωϧ内への഑ஔ自༝度を向上した．

NAV*	 ૷ஔ౳とのಉ࣌࠾用がない場合には分഑ثを

内ଂしないタΠϓをબ୒Մ能とすれ͹Αいので，新ܕΞ

ンテφのόリエーγϣンは（a）(N44	 ANT 分഑ث༗り，

（C）(N44	ANT 分഑ث無し，（c）TEL	ANT 単ಠ，のશ̏

タΠϓとなる．

外؍上は，(N44	ANT の༗無と，ಉ࣠έーϒϧの本਺

おΑͼίωΫタۃ਺で，ݟ分けՄ能である（Fig. 7
	Fig. 8）．

Fig. 6   Configuration concept for TEL ANT and GNSS ANT elements
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Fig. 7   Configuration of new antennas
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６．まとめ

໿ܖ，ճ新たに開発したテϨϚティΫス用Ξンテφはࠓ

प೾਺を໰わͣ，άϩーόڐ用໔࢖者のۀଳి࿩通信事ܞ

ϧにద用Մ能である．ʮશ世քରԠʯίンセϓτのもと，開

発目ඪをҎ下の通り達੒した．

（１）	T E L	 A N T ૉ子にϘ΢タΠΞンテφを࠾用し，

698	.H[ から 3800	.H[ までのप೾਺ൺ̑を超える

広ଳҬを実現することで，LTE 方式で利用するप೾

਺ଳશてをΧόーした．

（̎）	(N44	ANT は，ै དྷ利用されてきたถ国 (14 ͩけ

でなく，ϩγΞ (L0NA44 にもରԠするとともに，

内ଂ LNA のճ࿏基൘上に信߸分഑ثとݯిڅڙ੾׵

えճ࿏を内ଂし，Ӵ੕ଌҐγステϜを利用するଞγス

テϜとの信߸分഑ڞ用をՄ能とした．

（̏）	ै དྷମੵൺ 50� のখܕ化を達੒して，Πンスτϧϝ

ンτύωϧ内への഑ஔ自༝度を高Ίた．
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Fig. 8   Appearance of new antennas

(a) With GNSS ANT divider

(c) TEL ANT only (without GNSS ANT)

(b) Without GNSS ANT divider




